
⾼知ユナイテッドSC アカデミー
ジュニアユース活動⽅針



クラブ理念 “クラブは何のために⾼知県に存在するのか”

クラブ理念
・⼤好きな⾼知のために、⾼知愛をかたちにする
・⾼知の⼦どもたちに夢と⽬標を
・スポーツでもっと幸せな⾼知へ

サッカーを通じて、クラブ理念の３つの⽬的を実現するために存在する
サッカーを⾼知県の⽂化の1つにする
「⾼知県に⾼知ユナイテッドSCがあってよかった」と県⺠から思われる存在になる

存在の⽬的



アカデミー 育成・普及⽅針

私たちアカデミースタッフは下記の３つにコミットメントして活動します。た
めに、⾼知愛をかたちにする

① ⾼知県のサッカーレベルの向上に寄与し底辺の拡⼤に努める
・⾼知県のサッカーに貢献します。

②トップチームやJリーグクラブで活躍できる選⼿を輩出する
・本気でプロサッカー選⼿を育成します。

③ ⾃ら気づき、考え、決め、動く積極的で⼈間⼒あふれる⼈を育てる
・社会で認められ必要とされる⼈材を育成します。
⼦どもたちに夢と⽬標を
・スポーツでもっと幸せな⾼知へ



アカデミー 選⼿育成（サッカー編）どのような選⼿を育成するか

⾼知ユナイテッドアカデミーは
明確かつ具体的にどのような選⼿を育成
するのか設定しています。

・上⼿い
・かしこい
・タフ

上の3つを兼ね備えた選⼿を育成します。
また１年スパンで育成指導計画を作成し
指導者はPDCA（計画→実⾏→評価（検
証）→改善）に取り組み指導・教育します。



実際に使⽤している育成指導計画（例︓2⽉〜7⽉まで）

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
● ●

公式戦 年間計画

B-UP クラブ/プレーモデル
GM クラブ/プレーモデル
CM クラブ/プレーモデル
F クラブ/プレーモデル

サイド攻撃/クロス クラブ/プレーモデル
カウンター クラブ/プレーモデル

守備から攻撃の切り替え クラブ/プレーモデル
FK・CK

パス・シュート（多種類/距離）
突破（対⼈）

攻撃/戦術 TR3（30分） TR3（30分） TR3（30分）

ボールタッチ（ヘディング）・ドリブル
コントロール・パス

コントロール・パス（動きながら）
1対1（複数含む）

キープ（ターン/切り返し）
シュート

攻撃/個⼈技術・戦術 TR1・2（15-30分） TR1・2（15-30分） TR1・2（15-30分）

W-up 15-20分 15-20分 15-20分

①クール ②クール ③クール
期分け

プレシーズン インシーズン

選⼿教育⽀援プログラム
IDP / 選⼿作成

学校の休暇
アカデミーの休暇 / 選⼿（U-12・U-15・U-18）

活動

7⽉
2022

2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

● ●

公式戦 年間計画

前線守備 プレーモデル

中盤守備 プレーモデル

最終ライン守備 プレーモデル

サイド守備/クロス プレーモデル

カウンター プレーモデル

攻撃から守備の切り替え プレーモデル

構え/タイミング/キャッチング/キック プレーモデル

B-up プレーモデル

ディストリビューション プレーモデル

ゴールディフェンス プレーモデル

スペースディスフェンス プレーモデル

TR強度/⾼（週単位設定）

TR強度/中（週単位設定）

TR強度/低（週単位設定）

ストレングス

スプリント

アジリティー

GAME 30分 30分 30分

TR3（30分）

GK TR（30分-60分） TR（30分-60分） TR（30分-60分）

1対1（複数含む）

ヘディング・スライディング

ポジションニング・バランス

守備/戦術 TR3（30分） TR3（30分）

守備/個⼈技術・戦術 TR1・2（15-30分） TR1・2（15-30分） TR1・2（15-30分）

W-up 15-20分 15-20分 15-20分

①クール ②クール ③クール
期分け

プレシーズン インシーズン

選⼿教育⽀援プログラム

IDP / 選⼿作成

学校の休暇

アカデミーの休暇 / 選⼿（U-12・U-15・U-18）

活動

7⽉
2022

2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

攻撃/2⽉〜7⽉

守備・試合・・練習の強度フィジカル/2⽉〜7⽉

計画的かつ詳細に育成プランを年間育成指導計画を作成し実⾏しています
いつ・どこで・何を・どのようにを事前に計画し、実施の中で検証。改善しながら指導します



毎⽇の練習メニューは毎⽇作成する（例/U-15.ある1週間の練習メニュー）

毎⽇、練習の⽬的・練習の強度、また当⽇の練習会場、参加⼈数、選⼿のコンディション等をベースに
練習メニューを作成しています

TR会場 TM TR/有酸素性低-中 TR会場 TM TR/有酸素性高 TR会場 TR/有酸素性高 TR会場 TM TR/有酸素性高

TR時間 立ち上げ（ポジションニング・次の動き） TR時間 対人/様々な状況（対応） TR時間 ロングフィード対応　＋　安定からの攻撃 TR時間 CM -F

Time
20:30
20:50

10:35
10:55

Play ﾚｽﾄ Setﾚｽﾄ 2 Set 3 Time 20Time 20
20:30
20:50

19:30
20:10

Play ﾚｽﾄ Set Play 4
19:25
19:40

Play ﾚｽﾄ Setﾚｽﾄ Set Time 15Play 10 Time
20:30
20:50

Play
19:35
19:55

Play ﾚｽﾄ Set

Tr1：　GK W-up

Play ﾚｽﾄ Set Time 20 ﾚｽﾄ Set 4 Time 40Time

4 Time 20
11:00
11:50

Tr2：　※GK W-up（20分） Tr1：　GK W-up Tr1：　GK W-up

10:10
10:30

Play 5 ﾚｽﾄ Setﾚｽﾄ 2 Set 3 Time 203 Time 20
20:05
20:25

Play 4
19:10
19:20

Play 6 ﾚｽﾄ Setﾚｽﾄ Set Time 10Time 20
20:25
20:55

Playﾚｽﾄ Setﾚｽﾄ Set Time 15

TR1：1Gは1グリッド 1vs1 :　ローテー（3） GAME：

Play 4 ﾚｽﾄ 2 Set 3 Time 20 Time Play
19:10
19:30

Play ﾚｽﾄ Set
19:10
19:25

Play

6 Time 20
11:00
11:30

TR1： GAME： TR1： GAME： TR1：TRエリア1/4　GK別メニュー GAME：

10:00
10:10

Play ４ ﾚｽﾄ ４ Setﾚｽﾄ Set Time 106 Time 15
19:45
20:00

Play
19:00
19:10

Play ４ ﾚｽﾄ ４ SetSet Time 102 Time 20
20:15
20:35

PlaySetﾚｽﾄ Set Time 10 ﾚｽﾄ４ ﾚｽﾄ 2 Set
19:00
19:10

Play 10 ﾚｽﾄ

W-up：TRエリア1/4 Tｒ3：

Play ﾚｽﾄ Set Time 10

W-up： Tｒ3： W-up： Tｒ3： W-up：TRエリア1/4 Tｒ3：

5 Time 20
20:00
20:30

Play
19:00
19:10

Play

8日 土曜
東部D

テーマ

19:00-21:00 / MTG 19:00-21:00 19:00-21:00 10:00-12:00
木曜

市営補助/半面
テーマ 実施日 2022年 10月

市営D/西側
テーマ 実施日 2022年 10月 6日テーマ 実施日 2022年 10月 5日 水曜実施日 2022年 10月 4日 火曜

市営D/ 1/4

FPFP 17 GK 1 リハ 0FP 19 GK 19 GK 1 リハ 0リハ 0

　 2022　：　KOCHI UNITED SC　アカデミー　　U-15 　 2022　：　KOCHI UNITED SC　アカデミー　　U-15 　 2022　：　KOCHI UNITED SC　アカデミー　　U-15

1 リハ 1

　 2022　：　KOCHI UNITED SC　アカデミー　　U-15

FP 17 GK 1

ロンド

6m ×6m
ワンタッチ
得点/パス10本→タメ1

ロンド

6m ×6m
ワンタッチ
得点/パス10本→タメ1

ロンド

6m ×6m
ワンタッチ
得点/パス10本→タメ1

ロンド

6m ×6m
ワンタッチ
得点/パス10本→タメ1

パスコン

ゴール設置ゴール設置

③配置

2vs2＋2S

6⼈1組 ×3G
・GKはサーバー

U-2タッチ（S）
※S.ワンタッチ変更

得点
・ワンタッチリターンパス5本連続
・２往復

攻守交代→守備はSにパス（攻撃は阻⽌）

7m × 7m ×8m

4 vs 4＋1F

25×20

フリータッチ
※OP/３タッチ

S /U2タッチ

5 vs 5 

1 vs 1 

20-25×12
ライン突破

背後スペース対応スピードに乗った対応マーク（中距離）対応マーク（近距離）対応

20-25×12 40×12 40×12

複合フットワークTR

8 m・5m

Iの字（マーカー2個）
直進 → ストップ（両⾜揃い or 斜め） → バックラン
直進→ Uターン（左まわり/右まわり） → バックラン（⽅向転換あり）

Iの字（マーカー3個）
直進 → 連続クロスオーバー
⼋の字 → 連続クロスオーバー

コの字（マーカー4個）
インサイドターン
アウトサイドターン

Mの字（マーカー4個）
シザースステップ
クロスオーバーステップ

2 vs 2・3 vs 3 
DFは奪取後、２ゲートにパス

4 vs 4 ＋GK（1S） ヘディング

2⼈1組
・スローイン（フォーム）
・ジャンプスロー（フォーム）
※両⾜
・ランニングジャンプスロー（フォーム）
※⽚⾜
・ヘディング（正⾯両⾜/側⾯/⽚⾜）
・ジャンプヘッド（⽚⾜）

3⼈1組
競り合い

ボールキープ/体⼊れ（W-up）

ボールとの距離3-5m

笛でPlay Start
・⾜をボールと相⼿の間に⼊れる
・相⼿を体でチャージ（押す）

3-5秒間 キープ
・逃げない
・正⾯を向く

20 × 12-15

ボールとの距離3-5m

ボール前進でPlay Start
・⾜をボールと相⼿の間に⼊れる
・相⼿を体でチャージ（押す）

逆サイドへライン突破
・正⾯を向く
・相⼿アプローチ → 左右へ移動

ヘディング 4 vs 4 

キック箇所
・左右
・中央

8 vs 8 ＋後⽅RF

60×50

⻘ → ロングフィードスタート

・守備は４ゲートにパス or 侵⼊
・攻撃はゴール

両サイドフリーマン
ボール保持者の味⽅
※U-2タッチ

８＋GK vs 9

2vs2＋2S

6⼈1組 ×3G
・GKはサーバー

U-2タッチ（S）
※S.ワンタッチ変更

得点
・ワンタッチリターンパス5本連続
・２往復

攻守交代→守備はSにパス（攻撃は阻⽌）

7m × 7m ×8m

6＋S vs 6＋GK

17＋10＋17（44）×40

4 vs 4＋1F
10×10×4

フリータッチ
※F/U-2

得点
パス10本
中間パス2本

6＋S vs 6＋GK

3⼈で崩し（左右）
※スタートからFree

3⼈で崩し（左右）
※スタートからFree



アカデミー 選⼿育成（⼈材編）どのような⼈に教育するか

⾼知ユナイテッドSC
アカデミー選⼿.⾏動規範

以下の⾏動規範を守り
エリートな⼈（選⼿）を⽬指し真摯に取り組むこと

1. 責任と⾃覚
・クラブの⼀員としてエンブレムを背負っていることを⾃覚し、⾃分⾃⾝の⾔動に責任を持つ
・クラブや学校の規則を守り、勉学に励む

2. 流⽯と感謝
・⾼知県⺠に愛され応援される⽴ち振る舞い

3. 挑戦と情熱
・常にベストを尽くす

⾼知ユナイテッドアカデミーは
社会や⼈々に認められ、必要とされ、
愛される⼈間になるため、⾏動規範をもとに
⼈間教育・社会教育を⾏います。

その⽬的は、全員がプロサッカー選⼿になる
保証がなく、社会⼈や⼤⼈になることは間違い
ない事実であるためです。

当然、真摯にプロサッカー選⼿を育成しますが、
真のプロは⼈間性もプロフェッショナルな⼈物
です。⼼⾝ともに真のプロサッカー選⼿を⽬指
し育成いたします。



クラブやＪリーグが求めるのは、

いずれも優れた選手

ライフスキル メンタルスキル

フットボール
スキル

フィジカル
スキル

実際にJリーグが求める選⼿は4つのスキルが優れた選⼿（下記資料は現物.Jリーグ育成部より）



長く続けるプロサッカー選手が備える資質・能力

人間力
40%

技術力
30%

身体能力
25%

※2016年 Ｊクラブ強化担当者51⼈の回答
（Jリーグ調べ）

実際にJクラブが答えた「⼈間⼒」の⼤切さ（下記資料は現物.Jリーグ育成部より）



プロになるためには、求められ・要求に応えられる選⼿になること

エリート

チームA

ポゼッション

A監督

チームB

カウンター

B監督

チームC

ダイレクト

C監督

チームD

フィジカル

D監督

左の図のように
様々なチームスタイル・監督の要求に

「選ばれる」
「求められる」 選⼿になること
「こたれられる」

そのためには

「テクニック」
「フィジカル」
「サッカー理解⼒」 を⾝につけること
「メンタル」
「⼈間性」



アカデミー選⼿育成/サッカーというスポーツに必要なプレーを教える

どのようにして「うまい」「かしこい」「タフ」な選⼿。求められ、要求に応えられる選⼿を
私たちは育成していくのか、指導の⼟台となる考え⽅についてご説明させていただきます。



アカデミー選⼿育成/サッカーというスポーツに必要なこと（プレー）を丁寧に指導する

プレースタイル

共通原則

サッカーの
⽬的と仕組み

サッカーの本質的な⽬的

サッカーの６局⾯

① ボール保持時の攻撃 ④ セットした守備
② 守備から攻撃 ⑤ 攻撃から守備
③ セットプレーの攻撃 ⑥ セットプレーの守備

ピッチの捉え⽅ ４エリア（３エリア） / ４レーン

攻撃 守備

４エリア

フィニッシュ
チャンスメイク
ゲームメイク
ビルドアップ

３エリア

前線守備
中盤守備

最終ライン守備

プレーヤーモデル

4

プレースタイル

⼀般原理

チームプレー
の基本

・優先順位
・ポジションニング
・機動性
・ボールの動かし⽅
・⾝体的優位性・能⼒的優位性

・優先順位
・ポジションニング
・プレッシング
・バランス
・⾝体的優位性・能⼒的優位性

・認知（観る）の原則
・パスと動きの優先順位の原則
・ポジションニングの原則
・サポートの原則
・出し⼿と受け⼿の原則
・マークを外す動きの原則
・ドリブルの原則
・シュートの原則
・アイディアの原則

・認知（観る）の原則
・パスコースを消す優先順位の原則
・マークの原則
・アプローチの原則
・１vs1の対応の原則
・チャレン＆カバーの原則
・アイディアの原則

プレーヤーモデル

攻撃 守備

個⼈と
グループ
の原則

個⼈プレー
の基本

5

指導を⾏ううえで、私たち指導者がサッカーの本質と構造を理解し、明確に細分化し、
計画的かつ建設的に指導を⾏う



アカデミー選⼿育成/サッカーというスポーツに必要なこと（プレー）を丁寧に指導する

サッカーの６局⾯

① ボール保持時の攻撃 ④ セットした守備
② 守備から攻撃 ⑤ 攻撃から守備
③ セットプレーの攻撃 ⑥ セットプレーの守備

① ボール保持時の攻撃での「プレーの⽬的」
１）ダイレクトプレーを逃さない
２）後⽅から組み⽴て、相⼿陣内でボールを⽀配する
３）中盤で数的優位を作る（ピッチを深く・広く(幅)使う）
４）中央突破を狙い、難しい場合はサイドから攻撃を狙う
５）相⼿⼈数＋１⼈を残してリスクマネジメントする

② 守備から攻撃での「プレーの⽬的」
１）奪ったボールはワンタッチ(即座)で前⽅へパス
２）ドリブルで運ぶ、ダメならサイド、ダメなら後ろ
３）ボールを奪取した選⼿の周りにパスコースを作る
４）ボールを失わない（安全）

③ セットプレーの攻撃
１）キッカーはゴールに向かう速いボールを蹴る
２）相⼿GKにキャッチされた場合、素早い帰陣
３）相⼿⼈数＋１⼈を残してリスクマネジメントする

④ セットした守備での「プレーの⽬的」
１）ボール保持者へ強くプレッシャーをかける
２）意図的にボールを奪う（連動・縦横ずれ）
３）１対１で負けない
４）プッシュアップできる状況を⾒逃さず、必ずラインをあげる
５）全員が守備に献⾝的に参加し、粘り強く守る

⑤ 攻撃から守備での「プレーの⽬的」
１）ボールを失った瞬間、即座にプレッシャーをかけボールを奪取
２）ボール保持者へプレッシャーがかからない場合、前⽅にボール
を運ばせないようにしながら素早く帰陣し、セットした守備

３）カウンターでピンチの場合、プロフェッショナルファール

⑥ セットプレーの守備
１）マンツーマンで⾏う
２）クリアボールはCKへ逃げない
３）GKがキャッチした場合、ショートカウンターを狙う

攻撃

攻撃→ 守備

守備

守備→ 攻撃

6

セットプレー
守備

セットプレー
攻撃



アカデミー選⼿育成/サッカーというスポーツに必要なこと（プレー）を丁寧に指導する

F フィニッシュ

CM  チャンスメイク

GM  ゲームメイク

B-UP  ビルドアップ

ピッチの捉え⽅ 攻撃 ４エリア

⾃陣から相⼿陣地に向かってピッチを
４つのエリアに分ける

・ビルドアップ（B-up）
・ゲームメイク（GM）
・チャンスメイク（CM）
・フィニッシュ（F）

ビルドアップ（B-up）
100%ボールを失わずに前進することが⽬的

ゲームメイク（GM）
ボールを保持しながら攻撃の⽷⼝を作り出すことが⽬的

チャンスメイク（CM）
失敗を恐れず決定機を作り出すし、最終ラインを個⼈と
グループにより突破することが⽬的

フィニッシュ（F）
ゴール（得点）を奪うことが⽬的
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攻撃 ４エリア

フィニッシュ
チャンスメイク
ゲームメイク
ビルドアップ

④ F フィニッシュ

③ CM  チャンスメイク

② GM  ゲームメイク

① B-UP  ビルドアップ

ゴールを奪うという最終⽬的達成のために４つのエリアに分ける。
選⼿が意識して仲間と共有しながらプレーできればゴールの可能性が
⾼くなる

④ フィニッシュ
ゴールを決めるエリア。シュートは、何も考えずに全⼒で打つのでは
なく意図を持って打つこと。※４C（４つ⾓）

③ チャンスメイク
相⼿の守備組織を崩して、突破しゴールへ向かうエリア。個⼈の突破
ワンツー・スルーパス・３⼈⽬の侵⼊、また中央突破ができない場合
サイドからの進⼊やクロスなどで相⼿組織を突破する。チュンスが
ある場合、ゴールを狙う

② ゲームメイク
⼈とボールが動いて、相⼿の守備組織を揺さぶりゴールへ向かって
進⼊するコースを作るエリア。常に個⼈やグループで仕掛けたり、
DFラインの背後を狙いながら、また局⾯では数的優位を作り、
相⼿の守備組織のバランスを崩すこと。※バランスを崩すとは、
「ピッチを深く・広く(幅)使う」

① ビルドアップ
⾃陣から、状況に応じたポジションニングと安定したボール保持の
状態で、相⼿陣地に早くボールを運ぶエリア。攻撃の優先順位として
「ゴール近くの状態の良い選⼿にボールを渡す」=最初にゴールから
観る・使うこと。※状況に応じたとは「ボールの位置、相⼿の
ポジション、試合の流れ（時間）」

攻撃の優先順位
① →【④・③・②・①・GK】
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攻撃⽅向

攻撃を4エリアに分け、それぞれに必要なプレーを指導する



アカデミー選⼿育成/サッカーというスポーツに必要なこと（プレー）を丁寧に指導する

FD 前線守備

SD 中盤守備

ピッチの捉え⽅ 守備 ３エリア

相⼿陣地から⾃陣に対して、ピッチを
３つのエリアに分ける

・前線守備（FD）
・中盤守備（SD）
・最終ライン守備（LD）

前線守備（FD）
積極的にボールを奪いにいく。特にボールを
失った時は、すぐに奪い返す（３３アクション）

中盤守備（SD）
守備組織を構築して、相⼿の攻撃に制限を加える。
ボールを奪いにいくチャンスを作り出す。

最終ライン守備（LD）
リスクを犯してまでボールを奪いにいくのではなく、
ゴールを守ることを第１に考える。プッシュアップする
状況を⾒逃さず、必ずラインを上げ最終ライン守備
ゾーンから相⼿を押し戻す（コンパクト）

LD 最終ライン守備
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守備 ３エリア

前線守備
中盤守備

最終ライン守備

前線守備

中盤守備

最終ライン守備

ゴールを守り、ボールを奪うという⽬的のため３つのエリアに分ける。
選⼿が意識して仲間と共有しながらプレーができればゴールを守る
可能性が⾼くなる

① 前線守備
１）ボールを失った瞬間、即座にプレッシャーをかけボールを奪取
・「３３アクション」３秒、３メートル追い続ける
２）アクションを起こし相⼿の攻撃を遅らせるエリア（バックパス）

② 中盤守備
ポジションに戻り、守備陣形を整え、意図的にボールを奪う準備を
する。また、相⼿に制限をかけ、1STDFのアプローチに対して、
チーム全体でボールを奪いにいくエリア
・縦にプレーさせず、横にプレーさせる
・相⼿の攻撃を予測可能な状態にする（制限）
・常にボールにアプローチ（DF背後ケア）
・プロフェッショナルファール

③ 最終ライン守備
ゴール前に強固な守備組織を形成し、ゴールを守りながら相⼿を
押し戻すエリア
・粘り強さ（献⾝的に全員が守備意識を持つ）
・むやみにボールを奪いに⾏かない
・シュートコースを消す
・体を張ってシュートブロック（全⼒でゴールを守る）
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攻撃⽅向

守備を3エリアに分け、それぞれに必要なプレーを指導する



⾼知ユナイテッドSC 選⼿育成の考え⽅

⾼知ユナイテッドSCアカデミー

⽬的︓トップ昇格（プロを育成する）

個と知を最⼤限に伸ばすTR

少数精鋭（１学年約16〜18名限定）

同じポジションの選⼿保有⼈数（最⾼２名）

1学年に1名の指導者と専⾨性（プロ契約）

トップチームや他Jクラブとの連携



アカデミー選⼿育成プラン

⾼知ユナイテッドSCが提供する選⼿育成プランについてご説明させていただきます。



アカデミー（ジュニアユース）スタッフ 2022シーズン

役職

⽒名

⽣年⽉⽇
出⾝地

学歴

ライセンス

GM（ゼネラルマネージャー）

⻄村 昭宏

1958年8⽉8⽇
⼤阪府

北陽⾼校・⼤阪体育⼤学

S級ライセンス

役職

⽒名

⽣年⽉⽇
出⾝地

出⾝地

ライセンス

アカデミーダイレクター兼U-15監督

松⼭ 周平

1976年3⽉21⽇
宮崎県

⼤津⾼校・中央⼤学

⽇本サッカー協会公認A級ジェネラル

役職

⽒名

⽣年⽉⽇
出⾝地

学歴

ライセンス

U-14監督

芝 脩希

1990年10⽉12⽇
⼤阪府

⼤阪学芸⾼等学校・早稲⽥⼤学

⽇本サッカー協会公認B級

役職

⽒名

⽣年⽉⽇
出⾝地

学歴

ライセンス

U-13監督

濱⽥ ⼀希

1998年4⽉5⽇
⾼知県

⾼知⾼校・JAPANサッカーカレッジ

⽇本サッカー協会公認C級

カタールW杯⽇本代表.⾕⼝彰悟の指導に携わる（⼤津⾼校コーチ時代）
育成に携わった選⼿からプロサッカー選⼿は29名
※上⽥直通（ニーム/フランス）荒⽊遼太郎（⿅島）など
⼤津⾼校・ロアッソ熊本・⿅児島ユナイテッドFCアカデミー指導歴任

元⽇本代表（キャップ数/49）
セレッソ⼤阪・京都サンガ監督。U-18・U-20⽇本代表監督歴任
⼤久保嘉⼈・⼤⿊将志⾕等の指導に携わる

JFAアカデミー福島にて育成に携わった選⼿からプロサッカー選⼿は9名

ジュニア時、全国少年サッカー選⼿権⼤会出場
⾼知中・⾼知⾼校ではDFとして活躍



アカデミー選⼿育成プラン

① IDP（個別育成プラン） 選⼿1⼈1⼈個別に具体的か詳細な育成指導

② キャリアプラン 1⼈1⼈の将来のプランニング（⽬標設定）

③ 映像分析と試合MTG      個⼈とチームのプレー映像分析と試合映像編集MTG

④ 体作り（⾷事とフィジカル） 専⾨家による⾷育と年齢や成⻑にそったフィジカルTR

⑤ 選⼿教育プログラム 包括的な選⼿育成（⼼⾝ともに真のプロフェッショナルを⽬指す）

⑤ 県外遠征（強化） 中国や関⻄を中⼼にJリーグアカデミーやタウンクラブと練習試合

⑥ トップ公式戦観戦 トップチームの試合（プレー）を⾒て学ぶ



IDP（個別育成プラン）1⼈1⼈.個別に育成プランシートを作成（個別指導）

KOCHI UNITED SC
IDP（個別育成プログラム）

選⼿名記⼊：

エリートな選⼿に求められる要素（サッカー選⼿）
要素とは「技術・戦術（サッカー理解）・体⼒・メンタル・ポジションに必要な能⼒など」

プロクラス（達成）

ターゲット達成の⾒込み

推進中だが、注意が必要

アクションプランが必要

写真

エリートな選⼿に求められる要素（⼈物/⼈格/⼈間性）
要素とは「私⽣活・学校⽣活・授業態度・学業成績・性格・⾷事・睡眠など」

プロクラス（達成）

ターゲット達成の⾒込み

推進中だが、注意が必要

アクションプランが必要

写真

【成績目標】
※5教科合計点

「 点」

個別育成プラン（IDP）キャリア目標

短期（今）

短中期

中期

中長期

長期

目標：記入

目標：記入

目標：記入

目標：記入

目標：記入

氏 名：
生年月日：
ポジション：

1ページ 2ページ

3ページ 4ページ

実施①

・⾃⼰分析
※本⼈記⼊

・⾃⼰評価
※本⼈⾊塗り

⾚⾊（課題）を
克服することが
⽬標となる

実施②

・⾃⼰分析
※本⼈記⼊

・⾃⼰評価
※本⼈⾊塗り

⾚⾊（課題）を
克服することが
⽬標となる

実施③

・⽬標設定
※本⼈記⼊

現在から⼤⼈まで
具体的に⽬標記⼊



IDP（個別育成プラン）⽣活⾯の計画や管理を実施.課題改善を選⼿と共同で取り組む

24時間をデザインする
エリートな選手や人物になるための2４時間の取り組み（過ごし方）

個別育成プラン（IDP） アクションプラン

アクションプラン

何を（目標） どのように 誰が 頻度 いつまでに

個別育成プラン（IDP）アクションプラン実行を妨げる要素（成長の妨げ）

アクションプラン

アクションプラン実行を妨げる要素 妨げをどう解消するか？

5ページ 6ページ

7ページエリートな選⼿に求められる要素（サッカー選⼿）
要素とは「技術・戦術（サッカー理解）・体⼒・メンタル・ポジションに必要な能⼒など」

プロクラス（達成）

ターゲット達成の⾒込み

推進中だが、注意が必要

アクションプランが必要

写真

エリートな選⼿に求められる要素（⼈物/⼈格/⼈間性）
要素とは「私⽣活・学校⽣活・授業態度・学業成績・性格・⾷事・睡眠など」

プロクラス（達成）

ターゲット達成の⾒込み

推進中だが、注意が必要

アクションプランが必要

写真

【成績目標】
※5教科合計点

「 点」

ページ3.４の⾚⾊（課題）から「3つ」選び
具体的な取り組みと達成期限までをページ6.7に記⼊
※本⼈記⼊・指導者確認・アドバイス・サポート



選⼿教育プログラム 包括的に選⼿育成を実施（サッカー以外の取り組み）

担当
アカデミー

U-12 U-13 U-14 U-15 U-16 U-17 U-18

AD クラブフィロソフィー説明会
フットボールフィロソフィー説明会

アカデミーコーチ 合同宿泊研修
フィジカルコーチ
アカデミーコーチ フィジカル基礎講座

外部講師 栄養講習会（選⼿）

外部講師 栄養講習会（保護者）

外部講師 ドーピング

AD セーフガーディング

AD プレプロ研修

AD よのなか科

アカデミーコーチ クラブの規律/規範講習会
求められる選⼿像

AD メンタルトレーニング

外部講師 コミュニケーション（マナー）

外部講師 コミュニケーション（ロジカル）

外部講師 コミュニケーション（聴く⼒・伝える⼒）

外部講師 SNS講習会
外部講師
⾼知県FA 競技規則

GM/AD 国内遠征



アカデミー活動内容

⾼知ユナイテッドSCの活動内容についてご説明させていただきます。



アカデミー 週間活動（TR⽇数/会場/時間）

カテゴリー 月 火
水

木 金 土日

U-13 OFF 19:00~
21:00

19:00~
21:00

19:00~
21:00 OFF

TR
TM
公式戦

U-14 OFF 19:00~
21:00

19:00~
21:00

19:00~
21:00 OFF

TR
TM
公式戦

U-15 OFF 19:00~
21:00

19:00~
21:00

19:00~
21:00 OFF

TR
TM
公式戦

TR会場
・ 高知市総合運動場補助 / 多目的ドーム
・ 高知市東部総合運動場 / 多目的ドーム
・ 高知商業高校G
・ セントラルフットサルパーク



アカデミー 年間活動予定

⾼円宮杯-U15サッカーリーグ⾼知県 1部

⾼円宮杯-U15サッカーリーグ⾼知県 2部

⾼知県U-13リーグ

CYU-15選⼿権
四国予選

全国
⼤会

⾼円宮杯U-15
⾼知/四国/全国

CYU-15
新⼈
四国⼤会

夏休み
1週間

冬休み
1.2週間

遠征期間
中間報告会

新年度
説明会 年間報告会３者⾯談

学校訪問

県外遠征



連絡ツール

連絡ツール アプリ【スグラム】を使⽤

・連絡帳（全体/カテゴリー別/個別に案内）

・PDFで書類を案内
※ 必要な書類はプリントにて配布

・⽉間スケジュール
※ 翌⽉のスケジュールは当⽉中旬に案内

・⽉謝（オンライン決済）



進路指導

⾼知ユナイテッドSCがサポートする進路指導についてご説明させていただきます。



進路指導

【中学3年時】
① 4⽉内、本⼈・ご家族で進路（進学先）について話し合いを⾏う

② 5⽉〜6⽉︓進路確認（第１希望〜第３希望まで）
※三者⾯談（選⼿・保護者・担当コーチ）

③ 進路志望チーム（Jクラブ/⾼体連）への練習参加、また練習試合
※練習体験や試合を⾏い、

【進学について】
・ 選⼿の希望校への進学を最優先に考えてサポートを⾏わせて頂きます。
・ 選⼿１⼈１⼈の実⼒に適した⾼校を選択しサポートを⾏わせて頂きます。
・ 「J クラブ/⾼体連のブランド（強豪校/全国区） ＜ 本⼈の実⼒・学⼒」を基準に進学を考えて取り組みます。
・ 受験（⼊学）に必要な学⼒は、各⾃の⽇々の努⼒次第（⽇常からの⽂武両道を⼤切にしています）

※Jクラブ、全国レベルのクラブチームでは試験休みを設けていません。



主な進路先

⾼知県
・⾼知⾼校 ・⾼知⼯業
・⾼知中央 ・⼩津⾼校
・⾼知⻄（国際）・⾼知追⼿前⾼校
・岡豊⾼校
・⾼知商業

⾹川県
・カマタマーレ讃岐
・⼤⼿前⾼松⾼校

岡⼭県
・岡⼭学芸館
・就実⾼校

2022Jクラブアカデミー練習参加
・徳島ヴォルティス
・愛媛FC
・カマタマーレ讃岐
・ファジアーノ岡⼭



⾼知県の進路現状 / ⾼校進学の選択肢を増やすことができる

クラブチーム、少年団、スクールなど

中学（私学）
部活動

⾼知中学
明徳義塾中学
⼟佐中学校

⾼知国際中学

⾼知ユナイテッドSC・他クラブチーム

ソレアーダ⾼知
横浜ポラリスFC
コラソン
FC  ALBA
アランチャ.ジョカーレ

中学（公⽴）
部活動

地元の中学校
（校区内）

⾼校 部活動
⾼等部へ

⾃動的に⼊学

⾼校 部活動
県内外の

⾼校へ進学

Jクラブ アカデミー
全国のJ１.J2.J3.のユースチーム

⼤学

Jリーグ 現在⾼知県出⾝者の
Jリーガー0⼈



必要な費⽤

会費
・ 年会費 10,000円（スポーツ保険・選⼿登録料・チーム登録料等）
・ ⽉会費 11,000円（毎⽉）

その他の費⽤
・ ウェア（練習着、移動着等）
・ 練習試合、遠征に掛かる費⽤（移動費、宿泊費等）
※県内︓約500円/1回・四国内︓約1,500円/1回
※遠征は滞在⽇数や遠征地域（移動距離）により異なりますので、随時事前案内致します。



その他.アカデミー選⼿/保護者限定特典

アカデミー選⼿/保護者限定特典

○ チケット ‣ ⼤⼈￥500（税込） 中⾼⽣￥200（税込）

○ グッズ ‣ 10%OFF

○ ATHLETA  ‣ 20%OFF

【購⼊⽅法】
① 必要なチケット枚数・商品（品番/カラー/サイズ）を担当コーチに連絡
② 代⾦引き換え



その他. ジュニアユース所属選⼿ 4種所属チーム名と累計⼈数
累計所属人数

合計
2017 2018 2019 2020 2021 2022

No.1 安芸SSC 1 1

No.2 朝倉FC 4 2 1 1

No.3 旭JFC 13 1 2 1 2 2 5

No.4 FC 一宮東 1 1

No.5 伊野ライジングFC 2 1 1

No.6 FC UNO 3 3

No.7 大津SSS 1 1

No.8 エストレーラス高知 20 4 4 3 6 3

No.9 大篠SSS 3 1 2

No.10 香我美SC 1 1

No.11 香北SSS 2 2

No.12 神田FC 2 1 1

No.13 窪川SSS 1 1

No.14 介良SSS 4 2 2

No.15 高知南FC 4 2 1 1

No.16 FC高知横内 8 5 2 1

No.17 小高坂SC 2 2

No.18 佐川SS 10 1 4 1 3 1

No.19 佐賀SSC 1 1

No.20 四万十JFC 1 1

No.21 昭和KFC 5 1 4

No.22 昭和南海FC 1 1

No.23 須崎SSS 1 1

No.24 ソレアーダ高知 3 2 1

No.25 十津三里FC 2 2

No.26 野市SSS 4 1 1 2

No.27 秦FC 1 1

No.28 春野FC 4 3 1

No.29 万々FC 3 3

No.30 山田SS 1 1

No.31 横浜SSC 1 1

2016年にジュニアユースを設⽴してから7年⽬を迎えます。

現在の所属選⼿を含め、これまで「31チーム」から「110⼈」の選⼿が
⾼知ユナイテッドSCに所属しております。
※チーム数・選⼿所属数は2017年度からの累計

⼊団されている選⼿（保護者）のお住まいはそれぞれです。遠⽅の⽅の
送迎時間は⽚道1時間〜1時間半程度で、⽚道1時間半圏内の選⼿が⼊団し
プレーしています。



FIN

このたびは、最後まで⾼知ユナイテッドSCアカデミー活動⽅針をご覧になっていただき誠にありがとうございました。

無限の可能性や未来ある選⼿（息⼦様）のお⼒になれるよう、真摯に選⼿育成（指導/教育）に取り組み、選⼿と共に
学び・成⻑し続ける謙虚な気持ちを持って携わっていく所存です。

これからも引き続き宜しくお願い致します。

なお、この資料につきましては、弊クラブの選⼿育成機密内容/所有する個⼈情報等を⼀部に含みますので、
厳格な管理、また第三者への開⽰はお控えいただくよう取り扱いには注意していただくよう宜しくお願い致します。

⾼知ユナイテッドSC
アカデミーダイレクター兼U-15監督
松⼭ 周平


